折から 鵜 殿 は 深夜と いふのに 元旦の 肴 を 部屋 一 杯に 

並べて 一 人ち びり/ \ と 年賀の 酒 を 飲んで ゐる ところ 

であった。 元旦 は 居酒屋が 休み だ。 

鵜 殿 は 事情 を 呑み こんで 万事 心得た とい ふと、 ちょ 

つと 近所の 兄貴の 家へ 酒 を 取りに 行って くるから と噓 

をつ いて、 二人 を 残し、 出て 行った。 彼が ひろげて お 

いた 元旦 料理で 僕達 も 一杯 傾けて 待つ うちに、 間 もな 

く 一人の 九州 男児 を ひきつれて 帰って きた。 それから 

又 数 分す ると、 美学 者の 待 鳥 君が 鵜 殿の 兄貴の やうな 

顔 をして やって来て、 自宅で 一杯 差 上げたい から 来て 



僕が 本郷の 菊富士 ホテルへ 越して くると、 やまさん 

は 踊り や 長唄の 稽古の 道順で、 時々 遊びに 立 寄った。 

僕の 真下に 当る 部屋に は 待 鳥 君が 下宿して ゐた。 

待 鳥 君 は 美学 者 だから 清 元 も 常 磐津も 出来る。 時々 

三味線の 爪弾きな どして ゐ るから、 僕のと ころへ 遊び 

にくる 友人 は 階下に 美人が ゐ ると 思って 羨し がったり 

L 寸 く A 

したが、 焉 ぞ 知らん 髯 武者で ある。 

騙した 相棒の 一 人 だから、 はじめは 待 鳥 君 を 怖がつ 

てゐ たが、 三味線の 音 をき いて、 おや 粋な人で すねな 

ど 言 ふ やう になり、 やが て 僕の 帰り に は 立 寄る やうに 

なった。 色々 音曲 や 演劇の 美学的な 解説な どきいて 



夕方 僕の 下宿 を 訪ねて くる 姓名 不詳の 人物が ある。 

女中の 知ら せ で 玄関 へ 出る と、 これが ブロンズ 像で あ 

る。 晴着な ど 一 着して、 めかして る。 

「店 は 休み かい」 と 言 ふと 

「へつ へつ へ。 公休日で」 と、 それから 吃りながら 「ち 

よつ と 一杯 やりません か。 どこか 色つ ぼい 所で」 

ブ 口 ンズ お ゃぢは 自分 の 屋台 へお でん を 喰 ひに 来て 

くれる 女給の 所 を、 順ぐ リに 廻って 歩く ので ある。 馴 

しきり 

染の客 を 誘って は 廻って 歩く。 だから 公休日が 頻に 

つ 、v くので ある。 



昔 は 床屋 や 銭湯が 町内 風景の 見本の やうに な つ てゐ 

たが、 バリカンの 床屋 や 湯女の ゐ ない 銭湯に は、 も は 

や 町内 風景がない。 僕の 出入す る 限りで は、 碁会所に 

一 番 町内 風景が 漂って ゐる やうで ある。 

僕 は 京都で 一 年 半 「吹雪 物語」 を 書いて ゐた とき、 

いくらか 本格的に 碁 を 学び、 自分の 下宿に 碁会所 を 開 

かせたり した。 

そこ は 集る のが 下手ば かりで、 僕な ど 強い 方だった _ 

関西で は 碁が 優勢に なると 「ど うぢ やど うぢ や」 と 勇 

み 立つ。 ところが 頹 勢の 方の 男が 一向 騒がず 「ど うぢ 

や は 大蛇の 首な しぢ や」 と 眩いて ゐ るの をき いて 噴き 



だした ことがあった。 

ところが 東京へ 帰って きて、 本郷三 丁目の 富 岡と い 

ふ 碁会所へ 行く やうに なったら、 ここで は 僕が 最も 下 

手な 部類であった。 この 碁会所 は 東京で 最も 強い 連中 

の 集る ところ ださう である。 大概 段 を もって ゐる 人達 

だ。 

ここの 常連に N さんと いふ 退役 海軍 大佐が ゐる。 こ 

の 碁会所で 明らかに 僕よ リ弱 いのは この 人 だけ だ。 N 

さん は 四 段と 打っても 僕と 打っても 常 先で 打つ。 決し 

て 置 碁 を 打たない。 置けば 置く やうに 負ける から、 置 



かない 方が さっぱりして ゐて 気持が いいに 極って ゐる。 

ところが 物の はづ みで 稀に 四 段が 負けた リす るから 

有頂天になる ので ある。 一年 か 二 年に たった 一度 ある 

こと だが、 それだけが 楽しみで 毎日 打ち、 毎日 負けて 

ゐ るので ある。 

N さん は 六十 幾 だが、 気持 は 青年で ある。 この 碁 

会所 は 帝大の 碁の 選手の 稽古場に なって ゐ るが、 さう 

いふ 若い 学生 や 僕達と 酒 をのむ ことが 好きで ある。 

近所のお でん 屋に 眼の 青い 娘が ゐる。 N 大佐 はこれ 

を 「スペインの 女王」 と 称して 繁々 通 ふ。 通 ひ 憎い も 

の だから、 わざと 酒 を 賭けて 碁 を 打つ。 碁 を 打てば 負 



岡 田 氏と 僕と 相談して、 N さん は 青い 眼が 好きだ か 

ら、 バタ 臭い 酒場へ 一 夕 案内す る ことにした。 上野の 

と ある 酒場へ 行った ので ある。 

N さんの 来場 を 知って 待ち 構へ てゐた 日本人 だか 混 

血 児 だか 分らぬ やうな のが 十 人ば かり ヮッ とば か リ殺 

到し、 フランス語で 挨拶す る 女が あったり する もの だ 

から、 もとく 女に は 気の 弱い 大佐の ことで、 昔の 波 

止 場々々々 を 思 ひ 出す どころ か、 大いに 怖れ をな して 

縮み あがった。 

余程 どぎ も を 抜かれた と 見え、 その後 は 「スペイン 

の 女王」 の 方へ も 余り 通 はない やうで あるが、 それで 



も 海 南 島 上陸 だと か ヘンケル 機 到着と いふと、 好機 逸 

すべから ずとば かリ、 お 祝 ひにちよ つと 一 杯な どと 言 

ひだす。 

N さんの 息子が 入営した。 入営 を 送った N さん は 意 

気高ら かに 碁会所へ 現れて 忽ち 僕に 負けたり したが、 

一週間 目に 浮かない顔で やって きた。 僕達 を 誘って 池 

の 端の 花屋へ 行った。 

上の ものが 食事の 量 を 多くと るので、 初年兵 は 汁 も 

実がない とい ふ 風に 食事が 充分で ない。 今日 御馳走 を 

喰べ させたら ガッく 喰った 息子の 様子が 気の毒で あ 



つたと 沈んで ゐた。 「公平で なければ ならない」 昔の 

上官の 頃の やうに N さん 酔って 叫んで ゐ たが、 息子に 

申 訳ない と 見えて、 その 晚は 「スペインの 女王」 のゐ 

ない 店へ 僕達 を 招待した ので ある。 
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